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３ 日本人としてのアイデンティティー構築の失敗への探求  
 山城清吉は作品の主人公として、戦争が起きてから心理的に大きな衝撃を受けた。
前に述べたとおり、清吉にとって日本人であることは事実で否認できないことである。
外部環境の変化に従って、清吉のアイデンティティーは挑戦を受ける。戦争のために、
心の奥に潜んでいる愛国心とアイデンティティー意識が強くなり、自分が日本人であ
るアイデンティティーを構築し始めた。清吉は山奥で日本兵たちと共にいて日本人で
あるアイデンティティーを容易に確かめることが出来た。父の清太郎に収容所へ連れ
られた後、しばらく日本人であるアイデンティティーを忘れ、米軍の力を借りて沖縄
建設の中に投身した。しかし、米軍の面目をよく知り、絶望して闇船を頼りに徹底的
に沖縄との紐を断ち、日本本土に渡って真の日本人になろうと企てる。不幸にも、本
土の監視艇に追われて沖縄に送還され、沖縄で学校、土建会社などの職場を戦場とし
て、自分の日本人であるアイデンティティーのために戦っていった。しかし清吉は日
本人であるアイデンティティーを構築することに失敗するという結末であった。基本
的には、三つの根本的な原因が存在した。まずは、山城清吉は軍国主義教育を受けて
から日本人であるアイデンティティーが確かめられた。それゆえ、どのような状況に
なっても日本人であるアイデンティティーを容易に諦められなかった。次に、軍事基
地で軍作業に従事していた時、米軍の残酷な軍事植民統治と不公正な扱いのために、
清吉は米軍に絶望し、反して日本人であるアイデンティティーをいっそう強化させた。
最後に、本土からの差別意識で日本人として受け入れられなくとも清吉は日本人であ
るアイデンティティー意識を弱めず、自分の力で本当の日本人になると覚悟するよう
になった。 
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